
JP 2003-167250 A5 2005.7.21

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 17年 7月 21日 (2005.7.21)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2003-167250(P2003-167250A)
【 公 開 日 】 平 成 15年 6月 13日 (2003.6.13)
【 出 願 番 号 】 特 願 2001-370302(P2001-370302)
【 国 際 特 許 分 類 第 ７ 版 】
   Ｇ ０ ２ Ｆ    1/13357
   Ｆ ２ １ Ｖ    8/00   
   Ｇ ０ ２ Ｂ    5/20   
   Ｇ ０ ２ Ｂ    5/22   
   Ｇ ０ ２ Ｂ    6/00   
   Ｈ ０ １ Ｊ   61/35   
   Ｈ ０ １ Ｊ   61/72   
// Ｆ ２ １ Ｙ  103:00   
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｇ ０ ２ Ｆ    1/13357       
   Ｆ ２ １ Ｖ    8/00    ６ ０ １ Ｂ
   Ｆ ２ １ Ｖ    8/00    ６ ０ １ Ｄ
   Ｇ ０ ２ Ｂ    5/20          
   Ｇ ０ ２ Ｂ    5/22          
   Ｇ ０ ２ Ｂ    6/00    ３ ３ １
   Ｈ ０ １ Ｊ   61/35          Ｌ
   Ｈ ０ １ Ｊ   61/72          
   Ｆ ２ １ Ｙ  103:00          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 3日 (2004.12.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

属 酸 化 物 が ド ー プ さ れ 、 管 内 面 に 金 属 酸 化 膜 が 形 成 さ れ て い る 硝 子 管 を
備 え 、 管 壁 負 荷 ０ ． ２ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 の 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ

こ と を 特 徴 と す る 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　

こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更

　 金 ホ ウ ケ イ 酸 塩
を 有 す る 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置

で あ っ て 、
　 前 記 ホ ウ ケ イ 酸 塩 硝 子 管 に は 、 前 記 金 属 酸 化 物 で あ る 酸 化 チ タ ン が 、 材 料 組 成 中 の 重 量
比 ０ ． １ ～ ０ ． ８ ％ ド ー プ さ れ て い る

前 記 ホ ウ ケ イ 酸 塩 硝 子 管 の 内 面 に 形 成 さ れ た 前 記 金 属 酸 化 膜 は 、 酸 化 チ タ ン お よ び 酸 化
亜 鉛 の 両 方 ま た は ど ち ら か の 微 粒 子 が 、 前 記 ホ ウ ケ イ 酸 塩 硝 子 管 内 面 に 被 着 さ れ て 形 成 さ
れ 、 前 記 微 粒 子 の 単 位 面 積 当 た り の 被 着 量 は 、 ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｃ ｍ ２ で あ る



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 は 属 酸 化 物 が ド ー プ さ れ 、 管 内 面 に 金 属 酸 化 膜 が 形
成 さ れ て い る 硝 子 管 を 備 え た 、 管 壁 負 荷 ０ ． ２ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 の 冷 陰 極 蛍 光
ラ ン プ

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 硝 子 管 の 内 面 に 形 成 さ れ た 前 記 金 属 膜 は 、 酸
化 チ タ ン お よ び 酸 化 亜 鉛 の 両 方 ま た は ど ち ら か の 微 粒 子 が 、 前 記 硝 子 管 内 面
に 被 着 さ れ て 形 成 さ れ 、 前 記 微 粒 子 の 単 位 面 積 当 た り の 被 着 量 は 、 ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｇ
／ ｃ ｍ ２ で あ る 。 そ れ に よ り 、 波 長 ４ ０ ０ ～ ３ １ ５ ｎ ｍ の 範 囲 の Ｕ Ｖ － Ａ 域 と 波 長 ３ １ ５
～ ２ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の Ｕ Ｖ － Ｂ 域 の 紫 外 線 を 遮 断 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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、 金
ホ ウ ケ イ 酸 塩

を 有 す る 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 で あ っ て 、 前 記 ホ ウ ケ イ 酸 塩 硝 子 管 に は 、 前 記 金 属
酸 化 物 で あ る 酸 化 チ タ ン が 、 材 料 組 成 中 の 重 量 比 ０ ． １ ～ ０ ． ８ ％ ド ー プ さ れ て い る 。 そ
れ に よ り 、 硝 子 管 は 、 波 長 域 ３ １ ５ ～ ２ ８ ０ ｍ ｍ の Ｕ Ｖ － Ｂ 域 お よ び 、 ２ ８ ０ ～ １ ０ ０ ｍ
ｍ の Ｕ Ｖ － Ｃ 域 の 紫 外 線 の ほ と ん ど を 遮 断 し 、 可 視 光 線 の 透 過 率 や 硝 子 の 加 工 性 等 に は 支
障 を 生 じ る こ と も な い 。 つ ま り 、 ド ー プ 量 に 関 し 、 ０ ． １ 重 量 ％ 未 満 で は 紫 外 線 遮 断 が 充
分 得 ら れ ず 、 ま た 、 ０ ． ８ 重 量 ％ を 超 え る も の は 、 薄 い 青 色 が か っ た 発 色 を 硝 子 管 自 体 に
生 じ た り 、 加 工 性 が 低 下 し て 、 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ 作 製 時 に 破 損 等 の 不 都 合 を 生 じ た 。 ま た
、 他 の ド ー プ 材 料 と し て セ リ ウ ム や 鉄 等 の 酸 化 物 に つ い て も 検 討 し た と こ ろ 、 紫 外 線 遮 断
効 果 を 得 ら れ る こ と を 確 認 し た 。 た だ し 、 ド ー プ 量 が 多 す ぎ る と 酸 化 セ リ ウ ム の 場 合 は 、
ソ ー ラ リ ゼ ー シ ョ ン を 生 じ た り 、 酸 化 鉄 の 場 合 に は 青 緑 色 を 発 色 す る 等 の 不 都 合 も 確 認 で
き た 。

ホ ウ ケ イ 酸 塩 酸 化
ホ ウ ケ イ 酸 塩



【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 の 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 装 置 に よ れ ば 、
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硝 子 管 は 、 波 長 域 ３ １ ５ ～ ２ ８ ０ ｍ ｍ の Ｕ Ｖ
－ Ｂ 域 お よ び 、 ２ ８ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ の Ｕ Ｖ － Ｃ 域 の 紫 外 線 の ほ と ん ど を 遮 断 し 、 可 視 光 線
の 透 過 率 や 硝 子 の 加 工 性 等 に は 支 障 を 生 じ る こ と も な い 。 つ ま り 、 ド ー プ 量 に 関 し 、 ０ ．
１ 重 量 ％ 未 満 で は 紫 外 線 遮 断 が 充 分 得 ら れ ず 、 ま た 、 ０ ． ８ 重 量 ％ を 超 え る も の は 、 薄 い
青 色 が か っ た 発 色 を 硝 子 管 自 体 に 生 じ た り 、 加 工 性 が 低 下 し て 、 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ 作 製 時
に 破 損 等 の 不 都 合 を 生 じ た 。 ま た 、 他 の ド ー プ 材 料 と し て セ リ ウ ム や 鉄 等 の 酸 化 物 に つ い
て も 検 討 し た と こ ろ 、 紫 外 線 遮 断 効 果 を 得 ら れ る こ と を 確 認 し た 。 た だ し 、 ド ー プ 量 が 多
す ぎ る と 酸 化 セ リ ウ ム の 場 合 は 、 ソ ー ラ リ ゼ ー シ ョ ン を 生 じ た り 、 酸 化 鉄 の 場 合 に は 青 緑
色 を 発 色 す る 等 の 不 都 合 も 確 認 で き た 。
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